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◇

小
特
集

テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
原
爆
小
頭
症

企
画
趣
意
と
『
原
爆
が
遺
し
た
子
ら
』
内
容
紹
介

山

本

昭

宏

企
画
に
当
っ
て
、
次
の
二
点
に
留
意
し
た
。
第
一
に
原
爆
小
頭
症
の
問
題
。

第
二
に
テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
原
爆
文
学
研
究
会
で
は
、
原
爆
小
頭
症
の
問
題
を
正
面
か
ら

扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
間
接
的
に
は
、
山
代
巴
に
関
す
る
報
告

が
あ
り
、
広
島
の
文
化
運
動
に
関
す
る
研
究
も
、
特
に
五
〇
年
代
前
半
を
中

心
に
深
め
ら
れ
て
き
た
。
原
爆
小
頭
症
の
存
在
は
会
員
の
誰
も
が
知
っ
て
い

る
が
、
報
告
な
ど
で
正
面
か
ら
扱
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
「
作

品
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
点
目
の
テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は

二
〇
一
八
年
か
ら
、
企
画
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
。
原
爆
に
関
す
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
リ
ス
ト
、
そ
れ
も
広
島
の
放
送
局
が
制
作
し
て
き
た
も
の

を
リ
ス
ト
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
動
き
出
し
た
が
、
何
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば

良
い
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
東
琢
磨
氏
と
大
牟
田
聡
氏
、
そ
し
て

川
口
隆
行
氏
の
協
力
を
得
て
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
中
国
放
送
の
平
尾
直
政
氏
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
平
尾
氏
が
制
作
さ
れ
た
作
品
を
鑑
賞
し
た
。
そ
の
な

か
か
ら
今
回
は
『
原
爆
が
遺
し
た
子
ら

胎
内
被
爆
小
頭
児
を
支
え
て
』（
中

国
放
送
、
二
〇
一
七
年
）
を
選
び
、
第
五
九
回
原
爆
文
学
研
究
会
で
上
映
す

る
と
い
う
企
画
を
立
て
た
。
上
映
後
の
ア
フ
タ
ー
・
ト
ー
ク
は
、
平
尾
氏
、

東
氏
、
大
牟
田
氏
の
三
人
に
お
願
い
し
た
。

ア
フ
タ
ー
・
ト
ー
ク
の
誌
面
化
に
際
し
て
、
『
原
爆
が
遺
し
た
子
ら

胎

内
被
爆
小
頭
児
を
支
え
て
』
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
ア
フ
タ
ー
・

ト
ー
ク
の
よ
り
良
い
理
解
に
資
す
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
適
宜
、

き
の
こ
会
『
原
爆
が
遺
し
た
子
ら

胎
内
被
爆
小
頭
症
の
記
録
』（
渓
水
社
、

一
九
七
七
年
）
か
ら
情
報
を
補
っ
た
。
こ
の
著
作
は
、
『
日
本
の
原
爆
記
録

一
四
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
一
年
）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
筆
者

が
参
照
し
た
の
は
そ
の
版
で
あ
る
。
ま
た
、
以
下
の
内
容
紹
介
の
文
責
は
、

筆
者
に
あ
る
。

こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
視
点
人
物
の
一
人
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
中
国
放
送
の

記
者
だ
っ
た
秋
信
利
彦
で
あ
る
。
秋
信
は
、
『
こ
の
世
界
の
片
隅
で
』（
岩
波

書
店
、
一
九
六
五
年
）
に
、
原
爆
小
頭
症
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
「IN

U
T

E
R

O

」

を
寄
稿
し
た
人
物
だ
。
そ
の
際
は
、
「
風
早
晃
治
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

使
用
し
て
い
た
。
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秋
信
は
ま
ず
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
に
取
材
を
申
し
込
む
が
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
担
当
者
は

「
神
様
だ
け
が
ご
ぞ
ん
じ
で
す
」
と
い
う
返
答
で
、
有
益
な
情
報
を
引
き
出

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
は
一
九
五
一
年
か
ら
胎

内
被
爆
児
の
調
査
を
進
め
、
一
九
五
二
年
に
は
報
告
書
「
広
島
市
に
お
け
る

胎
内
被
爆
児
童
に
発
現
し
た
異
常
」
発
表
し
て
い
た
。
こ
の
報
告
書
で
は
、

放
射
線
の
胎
児
に
お
よ
ぼ
す
影
響
が
記
録
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
〇
年
代

に
は
、
原
爆
小
頭
症
患
者
の
存
在
が
社
会
問
題
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

患
者
と
そ
の
家
族
は
、
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

取
材
を
進
め
る
秋
信
の
元
に
、
匿
名
の
情
報
が
舞
い
込
む
。
そ
こ
に
は
、

小
頭
症
患
者
の
名
前
と
住
所
が
記
さ
れ
て
い
た
。
情
報
提
供
者
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｃ
労
組
の
山
内
幹
子
だ
っ
た
。
彼
女
は
、
当
時
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
で
被
爆
者
の
聞

き
取
り
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
従
事
し
て
お
り
、
小
頭
症
患
者
の
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
貴
重
な
存
在
だ
っ
た
。

山
内
か
ら
の
情
報
を
手
が
か
り
に
、
秋
信
は
原
爆
小
頭
症
患
者
の
家
を
訪

れ
た
。
し
か
し
、
家
族
か
ら
は
警
戒
さ
れ
て
し
ま
う
。
家
族
の
警
戒
は
、
あ

る
意
味
で
は
当
然
だ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
人
間
は
、
一
生
責
任
を
も
っ
て
付

き
合
っ
て
く
れ
る
の
か
？

そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
関
わ
ら
な
い
で
欲
し
い
。

そ
れ
が
家
族
の
反
応
だ
っ
た
。
秋
信
は
、
覚
悟
を
決
め
、
原
爆
小
頭
症
患
者

と
そ
の
家
族
た
ち
の
も
と
に
足
を
運
ん
だ
。

こ
う
し
て
、
一
九
六
五
年
六
月
二
七
日
、
「
き
の
こ
会
」
が
発
足
す
る
。

会
長
は
畠
中
国
三
。
事
務
局
は
、
秋
信
利
彦
・
文
沢
隆
一
・
大
牟
田
稔
の
三

名
だ
っ
た
。「
き
の
こ
会
」
は
、「
原
爆
症
認
定
・
終
身
保
障
・
核
兵
器
廃
絶
」

の
三
点
を
掲
げ
て
、
広
島
市
と
厚
生
省
へ
の
陳
情
活
動
を
始
め
た
。
「
き
の

こ
会
」
の
活
動
は
、
一
九
六
七
年
九
月
、
原
爆
小
頭
症
患
者
た
ち
の
原
爆
症

認
定
に
結
実
す
る
。
し
か
し
、
「
き
の
こ
会
」
が
求
め
て
い
た
終
身
生
活
保

障
は
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

結
成
か
ら
陳
情
活
動
に
至
る
過
程
で
、
「
き
の
こ
会
」
に
は
マ
ス
コ
ミ
か

ら
の
取
材
が
殺
到
し
た
。
し
か
し
、
事
務
局
は
、
患
者
本
人
と
そ
の
家
族
を

守
る
た
め
、
マ
ス
コ
ミ
が
「
き
の
こ
会
」
の
会
員
に
直
接
接
触
す
る
の
を
禁

止
す
る
。
直
接
接
触
の
禁
止
を
他
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
に
告
げ
る
の
は
、

自
身
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
秋
信
に
と
っ
て
、
苦
渋
の
選
択
だ
っ
た
。

当
然
、
他
の
記
者
た
ち
か
ら
の
反
発
も
あ
っ
た
。
他
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に

直
接
接
触
を
禁
じ
る
以
上
、
秋
信
た
ち
は
、
自
分
た
ち
は
「
き
の
こ
会
」
を

記
事
に
は
し
な
い
と
誓
っ
た
。

た
だ
し
、
秋
信
は
一
度
だ
け
、
「
き
の
こ
会
」
の
会
員
を
対
象
に
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
し
て
い
る
。
そ
の
作
品
、
『
面
会
室
』
（
一
九
七
〇
年
八

月
放
映
）
で
は
、
小
頭
症
患
者
の
娘
を
施
設
に
入
れ
た
両
親
に
焦
点
を
絞
っ

た
。
親
子
が
会
え
る
の
は
、
施
設
の
面
会
室
の
み
だ
。
「
帰
り
た
い
」
と
言

う
娘
に
、
優
し
く
語
り
か
け
る
父
親
の
姿
が
印
象
的
な
作
品
だ
っ
た
。

さ
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
原
爆
が
遺
し
た
子
ら
』
は
、
東
京
に
転
勤

に
な
っ
た
秋
信
の
足
取
り
を
辿
る
。
印
象
的
な
の
は
、
昭
和
天
皇
の
記
者
会

見
に
臨
ん
だ
秋
信
が
、
天
皇
に
質
問
す
る
場
面
だ
。
一
九
七
五
年
一
〇
月
、

昭
和
天
皇
が
初
め
て
記
者
会
見
を
行
っ
た
。
秋
信
は
、
広
島
の
記
者
と
し
て
、

天
皇
に
対
し
て
あ
る
質
問
を
用
意
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
天
皇
は
原
爆
を
ど

う
受
け
止
め
た
の
か
？
」
と
い
う
趣
旨
の
質
問
で
あ
る
。
質
問
に
対
し
て
、

天
皇
は
、「
気
の
毒
で
あ
る
が
や
む
を
え
な
い
こ
と
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
」

と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
原
爆
小
頭
症
患
者
の
小
草
信
子
と
そ

の
父
親
に
視
点
を
転
じ
る
。
こ
の
親
子
は
、
平
尾
氏
が
長
年
に
わ
た
っ
て
取

材
し
て
き
た
二
人
だ
。
カ
メ
ラ
は
、
入
院
し
た
父
親
が
、
娘
の
信
子
に
つ
い
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て
「
わ
し
よ
り
先
に
死
ん
で
く
れ
た
ほ
う
が
え
え
思
う
」
と
述
べ
る
姿
を
映

し
出
す
。
父
親
が
入
院
し
、
死
去
し
た
後
、
信
子
は
一
人
で
生
活
を
す
る
が
、

そ
の
様
子
に
つ
い
て
も
、
カ
メ
ラ
は
克
明
に
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
親
子
の

例
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
「
き
の
こ
会
」
は
、
親
の
高
齢

化
と
い
う
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
後
に
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
再
び
制
作
者
側
に
焦
点
を
移
す
。
そ

こ
で
興
味
深
い
の
は
、
元
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
松
永
英
美
の
言
葉
で
あ
る
。
松
永
は
、

取
材
者
だ
っ
た
自
分
た
ち
の
な
か
に
「
〈
寄
り
添
う
こ
と
〉
と
〈
マ
ス
コ
ミ

根
性
〉
」
の
緊
張
関
係
が
あ
っ
た
と
発
言
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

倫
理
に
関
わ
る
松
永
の
発
言
は
、
簡
単
に
結
論
が
出
る
も
の
で
は
な
く
、
お

そ
ら
く
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
抱
え
込
む
難
問
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
す
る
一

つ
の
回
答
と
し
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
秋
信
の
言
葉
を
紹
介
し
て
終
わ

る
。
「
せ
め
て
記
録
を
残
し
て
や
ら
ん
と
何
の
た
め
に
こ
の
人
た
ち
が
生
れ

て
き
た
ん
か
わ
か
ら
ん
よ
ね
」
と
い
う
秋
信
の
言
葉
が
そ
れ
で
あ
る
。

以
上
が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
原
爆
が
遺
し
た
子
ら
』
の
概
要
で
あ
る
。

概
要
を
踏
ま
え
た
上
で
、
誌
面
化
し
た
ア
フ
タ
ー
・
ト
ー
ク
と
全
体
討
論
に

移
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。


